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This presentation contains forward-looking statements about the Company’s financial and operating results, which may include expected GAAP and 
non-GAAP financial and other operating and non-operating results, including revenue, net income, earnings per share, operating cash flow growth, operating 
margin improvement, expected revenue growth, expected current remaining performance obligation growth, expected tax rates, stock-based compensation 
expenses, amortization of purchased intangibles, shares outstanding, market growth, environmental, social and governance goals, expected capital 
allocation, including mergers and acquisitions (such as the proposed acquisition of Slack Technologies, Inc.), capital expenditures and other investments, 
expectations regarding closing contemplated acquisitions and contributions from acquired companies. The achievement or success of the matters covered 
by such forward-looking statements involves risks, uncertainties and assumptions. If any such risks or uncertainties materialize or if any of the assumptions 
prove incorrect, the Company’s results could differ materially from the results expressed or implied by the forward-looking statements it makes.  The risks 
and uncertainties  referred to above include those factors discussed in Salesforce’s reports filed from time to time with the Securities and Exchange 
Commission, including, but not limited to: risks associated with our ability to consummate the proposed Slack Technologies, Inc. transaction on a timely 
basis or at all; our ability to successfully integrate Slack Technologies, Inc.’s operations; our ability to realize the anticipated benefits of the proposed 
transaction; the impact of Slack Technologies, Inc.’s business model on our ability to forecast revenue results; disruption from the transaction making it more 
difficult to maintain business and operational relationships; the impact of, and actions we may take in response to, the COVID-19 pandemic, related public 
health measures and resulting economic downturn and market volatility; our ability to maintain service performance and security levels meeting the 
expectations of our customers, and the resources and costs required to avoid unanticipated downtime and prevent, detect and remediate performance 
degradation and security breaches; our ability to secure and costs related to data center capacity and other infrastructure provided by third parties; our 
reliance on third-party hardware, software and platform providers; the effect of evolving domestic and foreign government regulations, including those 
related to the provision of services on the Internet, those related to accessing the Internet, and those addressing data privacy; current and potential litigation 
involving us or our industry, including litigation involving acquired entities such as Tableau; regulatory developments and regulatory investigations involving 
us or affecting our industry; our ability to successfully introduce new services and product features, including any efforts to expand our services beyond the 
CRM market; the success of our strategy of acquiring or making investments in complementary businesses and strategic partnerships; our ability to compete 
in the market in which we participate; the success of our business strategy and our plan to build our business; our ability to execute our business plans; our 
ability to continue to grow unearned revenue and remaining performance obligation; the pace of change and innovation in enterprise cloud computing 
services; the seasonal nature of our sales cycles; our ability to limit customer attrition and costs related to those efforts; the success of our international 
expansion strategy; the demands on our personnel and infrastructure resulting from significant growth in our customer base and operations; our 
dependency on the development and maintenance of the infrastructure of the Internet; our real estate and office facilities strategy and related costs and 
uncertainties; fluctuations in, and our ability to predict, our operating results and cash flows; the variability in our results arising from the accounting for term 
license revenue products; the performance and fair value of our investments in complementary businesses through our strategic investment portfolio; our 
ability to protect our intellectual property rights; our ability to develop our brands; the valuation of our deferred tax assets and the release of related 
valuation allowances; uncertainties regarding our tax obligations in connection with potential jurisdictional transfers of intellectual property; uncertainties 
regarding the effect of general economic conditions; and risks related to our debt and lease obligations.

Forward-Looking Statements
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Salesforce 全体 
ユーザとシステム管理者の生産性



住所データの精度とエンドユーザエクスペリエンスを改善

カスタム住所項目の作成 (ベータ)

標準住所項目の動作を模倣するカスタム住所項目を作成します。カスタムオブジェクトや、標準オブジェ
クトにさえ、一意/個別の住所情報をカスタムオブジェクトにキャプチャするための複数の住所ブロックを
追加したり、複数のカスタムオブジェクトをカスタム項目として 1 件の住所にリンクしたりできるようになり
ました。 

注意すべき制限があり、現在、州/国/テリトリー選択リストの移行とメンテナンスを改善する方法を評価
中です。ベータ版でフィードバックを投稿するには、Trailblazer グループに参加してください。 

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.fields_caf_requirements.htm&type=5
https://trailhead.salesforce.com/trailblazer-community/groups/0F94S000000H3KISA0


Slack と Microsoft のログイン情報で組織と Experience Cloud サイトにログインできるようになり
ました。従業員と顧客の両方にとってサインインエクスペリエンスが容易になり、ユーザのストレスも
パスワードによるセキュリティリスクも削減されます。 

Slack と Microsoft のログイン情報で Salesforce にサインイン

Microsoft のログイン強化



ユーザエンゲージメント - 
アプリケーション内ガイダンス
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_lex_optimize.htm&type=5&release=238


フロート表示プロンプトまたは対象プロンプトのリッチテ
キスト

フロート表示プロンプトまたは対象プロ
ンプトでリッチテキストエディタを使用で
きるようになり、太字、斜体、下線を追加
したり、書式設定を削除したりできるよう
になりました。

キーワードを強調表示することで、プロ
ンプトのエンゲージメントを推進します。   

重要な項目を太字にしたり、期日を下線
で強調したりすることで、ユーザの理解
を深めます。

より魅力的なコンテンツの作成



下位レベルコンポーネントへのプロンプトの対象化 (ベータ)
対象化が可能な新しいコンポーネントにより、ユーザの新機能研修を支援します。 

対象プロンプトが、リストビューページとレコードページのアクションリボンにあるグローバルヘッダーア
イコンとアクションボタンを参照できるようになりました。  Einstein Search、ヘルプ、Trailhead などの
要素をグローバルヘッダーで対象化できます。  ユーティリティバーも対象化可能です。 



検索



時間を節約してクリック数を削減

検索マネージャは、検索可能なすべてのオブ

ジェクトと項目をユーザに明確に表示します。

ユーザが検索可能な項目を詳細に調べること

ができます。

検索関連の問題をすばやく解決

システム管理者は、このページを使用して、

ユーザを支援するための情報をすばやく入手

するためにオブジェクトや項目が検索可能どう

かを調べることができます。

検索可能な項目を簡単に表示

Einstein Search Manager



ナレッジの Einstein 
Search (パイロット) 
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_search_esk_qna.htm&type=5&release=238


インサイトフル
ナレッジベースを管理するた

めのインサイトを取得

検索を利用することがケー
スのクローズにどのように役
立つかについてのインサイト

を取得できます。

検索エンゲージメントについて理解
し、ナレッジギャップを特定できます。

Einstein Search の利用による節約
の内容を理解できます。

直感的
生産性を向上

検索条件の選択内容が維持される
ため、エージェントは少ないクリック

数で結果を絞り込めます。

専用の添付ボタンで記事をケースに
直接添付できます。

記事の詳細はシステム管理者が定
義し、より重要な情報をエージェント

に表示できます。 

インテリジェント
関連する記事をすばや

く発見

改善された検索エクスペリエンスに
より、エージェントは適切な記事をす
ばやく見つけることができます。

エージェントは複数の言語で同時に
検索を実行できます。

AI が結果の相関性を高めます。

ナレッジの Einstein Search - パイロット実施中
ナレッジ検索エクスペリエンスを上のレベルへ



Einstein Search for Knowledge 
パイロット実施中

システム管理者は、 
● Einstein Search for Knowledge 

を簡単に有効化できます。
● [Einstein Search for Knowledge 

の機能強化] オプションを選択して
パイロットを有効化してください。

Lightning 
Knowledge 
ライセンス
が必要



ナレッジマネージャは、グローバル検索バーにインテントを直接入力することで、公開状況、作成日、著
者などで絞り込まれた記事のリストを取得できます。 

脚注

ナレッジの自然言語検索
ナレッジマネージャは自然言語検索で適切な記事のリストを簡単に発見



Experience Cloud サイトのトピック検索条件でナレッジ検索結果を絞り込み

ナレッジ検索のトピック検索条件

Experience Cloud サイトの訪問者は、ナレッジ検索結果をトピックで絞り込めるようになりまし
た。サイトでトピック検索条件を使用するには、トピック検索条件サイト設定を有効化する必要が
あります。



Einstein Search アンサー (パイロット)
グローバル検索で (リンクだけではなく) アンサーを取得  

検索クエリが質問の形になると、すべてのナレッジ記事から最も関連する一節が抽出されて表示さ
れます。このアンサーは、最初の結果ページの一番上のコンポーネントとして表示されます。この機
能を使用するには、エンゲージメントモデルへのオプトインが必要です。



アンケート
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_salesforce_feedback_management.htm&type=5&release=238


マトリックス質問種別

同じ選択肢で複数の質問に回答できるマトリックス
質問を使用することで、アンケートの回答率を高め
ることができます。 

関連する質問をグループ化して 1 つ以上の質問を
単一のマトリックス質問に含めることで、アンケート
を短くすることができます。 

回答者は、マトリックス質問の共通した選択肢を簡
単に評価して、アンケートをすばやく終わらせること
ができます。

アンケートの完了率を高める

追加のラ
イセンス
が必要



カスタマイズしたメッセージと URL のリダイレクトによってエンゲージメントを増やす

お礼ページのメッセージのカスタマイズ

お礼ページに表示されるメッセージをカスタ
マイズできます。 

アンケートビルダーで、複数のカスタムメッ
セージを作成して、回答者の応答に応じて
表示されるメッセージを決めることができま
す。

会社の Web サイト、ソーシャルメディアの
ページ、または他の Web ページへのリン
クをお礼ページに追加することで、アンケー
トへの回答後も顧客のエンゲージメントを
維持できます。

追加のラ
イセンス
が必要



モバイル
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_mobile.htm&type=5&release=238


mobilebeta.salesforce.com でオプトイン

Salesforce モバイルアプリケーション - ベータプログラム

iOS
TestFlight と iOS Simulator

Android
Play Store ベータと  Android Emulator



グローバル検索結果を無限スクロール
(iOS と Android)

クイックアクションのディープリンクを新たにサ
ポート
(iOS のみ)

カスタムコンテンツを選択的にプルして更新

Visualforce プロンプトの更新  

iOS 15、Android 12 Base SDK に移行

Salesforce モバイルアプリ
ケーション



業務分析
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_bi_integrate_data.htm&type=5&release=238


インライン編集 (正式リリース)

レポートの複数の行と列で項目を直接編集し、すべての変更を 1 回のクリックで保存することで、
生産性を向上させることができます。[設定] で、組織のインライン編集をオプトアウトすることがで
きます。

複数項目の編集で生産性を向上



レポートを作成するときに、どのレポートタイプを選択すべきか推測する必要はありま
せん

機能強化されたレポートタイプセレクタ (正式リリース)

● 正しいレポートタイプを見つけるこ
とで、レポートを簡単に作成できま
す。 

● 最近使用したレポートタイプのリス
トに含まれている項目とオブジェク
トを参照できます。

● 標準またはカスタムレポートタイプ
を一目で区別できます。

● システム管理者は、他のビジネス
ユーザに見せたくないレポートタイ
プを非表示にできます。



ビジネスにとって重要な統計情報をレポート

中央値と行制限の検索条件 (正式リリース)

中央値は、レポートやダッシュボードの Salesforce データを分析するのに使用できる新しい集計
機能です。 

Lightning レポートビルダーの行制限の検索条件により、表形式のレポートやグルーピングなし
のレポートで上位のレコードを簡単に表示して、不要なレコードを除外できます。



分析ホームでレポートとダッシュボードを管理 (ベータ)

直感的でパーソナライズされた分析ホーム (ベータ)

分析ホームは、パーソナライズされたインテリジェントなエクスペリエンスを提供します。  
各分析ユーザは、新しいアセットを発見するためのスマートなおすすめを入手できます。



カスタマイズ



関連リスト
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_lab_dynamic_related_lists.htm&type=5&release=238


アプリケーションビルダーで関連リストの検索条件を作成、管理、追加

動的関連リストが新登場

もうページレイアウトエディタは不要
設定を気にすることなく、すぐに  Lightning アプリケーションビル

ダーに移って、関連リストを移行してカスタマイズできます。  

フル機能
アプリケーションビルダーで並び替え順と動的アクションを追加、

削除、列順変更、設定できます。

新機能! システム管理者の検索条件
関連リストに検索条件を追加することで、ユーザに見せたい情

報だけを表示できます。例 : 取引先の商談関連リストを  $50,000 
超のみに絞り込み

複数の関連リストのカスタマイズ
複数の関連リストを単一のレコードホームに配置して、同じオブ

ジェクトに対して異なる条件で絞り込むことができます。例 : 取引

先で、過去  30 日間に開かれた商談と  $50K 超のオープンな商

談の 2 つの商談関連リストをカスタマイズ  



項目
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_custom_fields.htm&type=5&release=238


クリーンアップ候補を特定

カスタム選択リスト項目にある無効な値が  
4,000 件を超えるとメールで通知が送られて来
るため、この情報を使用して無効な未使用値を
一括削除できます。  
不適切なデータインポートによってクリーンアッ
プが必要になった組織内の選択リストを特定で
きます。

未使用値の一括削除

無効な未使用の選択リスト値をボタンクリック  1 
回ですべて削除できます。間違ってインポートし
てしまった無効な選択リスト値をすべて簡単に
削除できます。

組織のパフォーマンスと健全性を改善

無効な選択リスト値のクリーンアップ (ベータ)



選択リスト値の管理

複数のカスタム選択リスト項目値を一度
に削除、有効化、無効化、置換できま
す。以前は  1 つずつ処理しなければな
りませんでした。

重複値の捕捉

新しい選択リスト値を挿入する際のエ
ラーメッセージが改善されました。重複
する値は明確に警告されるようになりま
した。

生産性の向上: 有効および無効な選択リスト値の両方に対して一括操作を実行

選択リスト値の一括管理 (ベータ)



セキュリティ変更
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_security_other_changes.htm&type=5&release=238


MFA 要件: 期待されるもの 
お客様が要件を満足できるように、Salesforce は:

各 Salesforce 製品の自動有効化と適用日につい
ては、MFA 適用ロードマップ 
(https://sfdc.co/mfa-roadmap) をご覧く
ださい。

SSO をお使いの場合SSO ID プロバイ
ダの MFA については、Salesforce は有効
化のアクションを実行しません。た
だし、契約上の要件が SSO 経由での 
Salesforce アクセスに適用されます。

ダイレクトログインの  MFA を自動的に有効化

タイミング : 製品ごとに異なります。

どうなるか :
● Salesforce がお客様に代わって MFA を有効化します。

● ユーザは MFA を使用してログインする必要があります。

● ログインプロセスでユーザに MFA への登録を促します。

● 製品の適用日より前に自動有効化が実行された場合には、シス
テム管理者が MFA を無効化できます。

ダイレクトログインの  MFA を適用

タイミング : 製品ごとに異なります。

どうなるか :
● MFA が製品のログインフローの永続的な機能となり、ユーザ

は MFA を使用してログインする必要があります。

● MFA が有効化されていないユーザもダイレクトログインでは 
MFA が有効化されます。

● お客様のシステム管理者やユーザは MFA を無効化できませ
ん。

https://sfdc.co/mfa-roadmap


セキュリティセンター
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_security_security_center.htm&type=5&release=238


レポートとエクスポートの作成

セキュリティセンターの権限、ログイン、監視の評価指
標に関するレポートを作成します。

レポートにより、最も重要なセキュリティセンターデータ
を追跡、監視してグラフ化できます。

ポリシー、アラート、監視評価指標の詳細を示すテーブ
ルを CSV ファイルとしてダウンロードできます。

CSV ファイルを長期ストレージにインポートすることで
長期に渡るトレンドを分析できます。

セキュリティセ
ンターライセン

スが必要



セキュリティポリシーが正式リリースされ、新しいセキュリティポリシー種別が導入されました。

接続されているすべての組織に信頼済み IP 範囲、状態チェックベースライン、パスワード設定、
セッション設定をリリースできます。

セキュリティセンターポリシーの定義とリリース (正式リ
リース)

セキュリティセ
ンターライセン

スが必要



プロファイルと権限
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_experiences_sharing.htm&type=5&release=238


強化されたユーザエクスペリエンスで正式リリース

権限セットとグループの割り当ての有効期限 

この機能は、ユーザ管理設定で有効化します。有効化した後に [割り当ての管理] ボタ
ンをクリックすると、更新された UI が表示され、割り当ての有効期限を設定するかどう
かを選択できるようになります。



権限の変更の追跡によるデータ盗難の防止

この新しいイベントにより、トランザクションセキュリティを使用して、重要な権限を悪意のあるユーザが
取得したり、重要な権限を誤って付与したりしてしまうことを防止できます。

イベントモニタリングまたは Shield アドオンを購入すると利用できるようになります。 

イベントモニタリングの新しい権限セットイベント 

追加のラ
イセンス
が必要



共有 
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_sharing.htm&type=5&release=238


外部レコードを表示できるエンドユーザを制御

制限ルールによる外部オブジェクトのサポート

書き込みを管理するルールに基づいて、外部システムで表示できるレコードを制限できます。 

Summer '22 以前は、エンドユーザは (外部データソースがユーザのコンテキスト/ID を確認しない
限り) 外部オブジェクトのすべてのレコードを表示できました。 

Summer '22 では、システム管理者が制限ルールを作成して (制限ルールで定義された) レコード条
件と一致するレコードのみを返すように設定できます。



その他の制限ルールの更新

レコード条件で選択リストが
使用可能に

以前はユーザ条件でのみ
選択リストを使用でき

ました。

[すべて変更] (レコード) と 
[すべて表示]

(レコード) も制限ル
ールをバイパス 

以前は [すべてのデータの編
集] と [すべてのデータの参照 ] 
のみが制限ルールをバイパスし
ていますが、[すべて
変更] と [すべて表示] も制限
ルールをバイパスするよう
になりました。

制限ルールは作成や編集を
ブロックしない (すでにレ

コードへのアクセス権を持っ
ている場合)

以前は (アクセス権を持ってい
る) レコードを作成または編集し
ようとすると、レコード条件が  
False に評価された場合は、制
限ルールによって、エンドユー
ザはレコードを保存することが
できませんでした。



Salesforce フロー



オーケストレータ
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_orchestrator.htm&type=5&release=238


オーケストレータ
マルチユーザ、マルチステップワークフローを調整

複数のユーザとシステムの間をオーケストレーション  
• ビジネス全体でマルチユーザ、マルチステップの (内部または外部の) 

ToDo と承認を自動化し、シームレスなエクスペリエンスを実現します。

複雑なワークフローの構築をスピードアップ

• ニーズの変化に応じた迅速な調整とスケーリングを容易にするローコー
ドで継続的な改善を推進します。

ハンドオフ間の時間を最適化

• 並行するワークストリームをスケジュールし、ワークキューと通知によっ
て ToDo 間の時間を短縮します。

ボトルネックの特定  
監視ツールを使用して問題を早期に発見し、効果的なアクションを迅速に
実行します。

追加費用が
適用される場
合がありま

す。



オーケストレータは、実行中のインスタンスごと

に一意の ID を作成します。この ID は、ビル

ダーの変数として使用できます。

この ID は、オーケストレーションを一時停止さ

せてプラットフォームイベントで再開させる必要

がある場合には非常に便利です。この ID をプ

ラットフォームイベントに渡すことで、正しい

オーケストレーションを再開させることができま

す。 

$Orchestration.Instance ID
新しい $Orchestration システム変数



オーケストレーションのステップに関連付けられているフローを、オーケストレーションビルダーから

直接開くことができるようになりました。これにより、オーケストレーションステップフローのデバッグ

中に多くの時間 (フローあたり最大 6 クリック) を節約できます。 

ビルダーからフローを開く

オーケストレーションから関連フローを開く



Flow Builder
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_builder.htm&type=5&release=238


自動レイアウトの改善

Go To コネクタ要素名をクリックして接続済み要
素を探します  (1)。目的の要素が強調表示されて
キャンバスの中央に表示されます  (2)。

要素の接続リンクをクリックして、すべてのインバウ
ンド接続を強調表示します。すべての  Go To コネク
タと接続先の要素が表示されるようにキャンバスが
調整されます。

強調表示とキャンバスの調整によってフロー内で接続済みの要素を発見 



画面フロー
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_builder_address_name_record_fields.htm&type=5&release=238


セクションヘッダー

わかりやすい折りたたみ可能なセクションヘッダーをフロー画面に追加

セクションヘッダーによってコンテ
キストや視覚的な階層構造をエン
ドユーザに示すことで、1 つの画
面に表示される長い入力ブロック
や複数の ToDo を理解しやすくな
ります。 
さらに、セクションヘッダーは、視
覚障害を持つユーザが画面のど
こにいるのかを階層構造で把握
するのに役立ちます。 



フローの動的フォーム (ベー
タ)
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_builder_address_name_record_fields.htm&type=5&release=238


フローの動的フォームの項目種別の追加 (ベータ)

Summer '22 でサポートされるデータ型

● 名前 (新規)
● 住所 (新規) 

○ Google マップのオートコンプリート対象 !
● 選択リスト  
● メール
● 電話番号
● チェックボックス
● テキスト
● 日付
● 日付/時間
● 数値
● テキストエリア
● テキストエリア  (ロング)

名前項目と住所項目を簡単に画面に追加

住所コンポーネントの予測入力機能で時間を節約してデータ品
質を改善



レコードトリガフロー
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_trigger_explorer.htm&type=5&release=238


[フローに移行] ツール (正式リリース)

ワークフロールールコンバータが正式リリー
スされ、便利な変換ツールを使用して、さらに
多くのワークフロールールをフローに変換で
きるようになりました。数式と  null チェックの
サポートが新たに加わりました。

ただし、以下のワークフロールールは変換で
きません。

● 以下を使用した数式 :
○ Hour/Minute/Second/

TimeNow/TimeValue
● IsClone
● $RecordType

数式と null チェックを新たにサポート



刷新されたレコードトリガフローの開始環境
レコードトリガフローを設定するためのエクスペリエンスのデザインが刷新され、お客様がトリガを設
計して構築する方法をより正確に反映するようになりました。   すべてが 1 つの画面に表示されるよう
になりました。この画面は、新しいトリガを作成した直後に表示され、各オプションが説明されていま
す。この改善は、より直感的なエクスペリエンスを望むお客様からのフィードバックに基づいていま
す。



レコードトリガフローエントリ条件の数式

数式を使用してより複雑なロジックを
構築し、追加のデータにアクセスする
ことで、トリガ絞り込み機能を強化しま
す。

● ワークフロールールとプロセスビ
ルダーの既存機能に匹敵しま
す。

● トリガレコードからのトラバースと
グローバル変数へのアクセスに
よってデータを拡張します。

エントリ条件の構文チェック機能を備えた新しい数式ビルダー



改善された数式ビルダー

数式を構築するための時間を節約し、フローの保存時の検証を待つことなくエラーを削減します。

● ゼロから数式を構築するのではなく、事前定義された演算子を選択して数式を構築できます。

● 構文チェックにより、フローのコンテキスト内で数式が機能することを検証できます。

フロー内での数式の構築が容易に



オブジェクトマネージャに追加されたフロートリガエクスプロー
ラ

オブジェクトのレコードトリガフローのイメージをオブ
ジェクトマネージャから直接確認して時間を節約でき
ます。

[オブジェクト設定] メニューから新規フローを作成した
り、トリガエクスプローラを開いたりすることもできま
す。もう組織の [フロー] リストビューでフローを探す必
要はありません。

オブジェクトマネージャには以下が含まれます。

● そのオブジェクトのレコードトリガフローのリスト
● フロートリガエクスプローラへのアクセス (同じ

オブジェクトにプリセット)
● 新規フローの作成機能 (対応するオブジェクト

にプリセット)

 

フロートリガとトリガエクスプローラが [オブジェクト設定] メニューからも使用可能に



ドラッグアンドドロップによる順序付け 

フローの実行順序を表示して、シンプルなドラッグアン
ドドロップインターフェースで並び替えられるようになり
ました。

フロートリガエクスプローラはトリガ順序項目で並び替
えるようになり、インターフェースから順序を変更する
と、対応するすべてのフローが直接更新され、新しい
順序が正しいかどうかを確認できます。

以前は、各フローの詳細設定で順序を指定する必要
がありました。  

有効なフローの順序を変更すると、新しいバージョン
が自動的に作成されて有効化されます。フローを古い
バージョンに戻す場合は、それによって別のフローのト
リガ順序と競合する可能性があるということに注意して
ください。

トリガフローの順序を使いやすいインターフェースで制御できるようになりました!!



リリースノート

フローのテストとデバッグ

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_debug.htm&type=5&release=238


ノーコードフロー自動テスト (ベータ)
視覚的な自動テストによる確証を持ったリリース

コードなしで自動テストを作成
クリック操作だけで、手動でのデバッグを自動テストに
変換できます。 

複数のテストをまとめて管理して実行
1 回のクリックだけですべての単一シナリオをテストす
ることで、テストの労力を削減して時間を節約できま
す。

確証を持った本番へのリリース
回帰リスクを伴うことなく、各テストパスで想定される
成果で結果を可視化できます。テストのエラーを減ら
し、確証を高めます。

注意: 現時点では、保存前フローと保存後フローに
対してのみフローテストを作成できます。



Slack のフロー
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_extend_slack_invocable_action.htm&type=5&release=238&language=en_us


Slack の画面フロー (ベータ) 
1 回だけ作成して Lightning と Slack で実行

いずれかの Slack アプリケーションを使用して、任意のユーザに画面フローを送信できます。

受信者がフローを起動するためのボタンを含めたメッセージを Slack チャンネル、ダイレクトメッセー
ジ、または Slack アプリケーションの [メッセージ] タブに送信できます。

表示テキスト、ラジオボタン、選択リストがサポートされます。



呼び出し可能アクション
リリースノート

フロー拡張

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_automate_flow_extend.htm&type=5&release=238


カスタム呼び出し可能アクション専用のアイコンを Flow Builder で設定可能に

呼び出し可能アクションのカスタムアイコン

カスタム呼び出し可能アクションを作成する場合に
は、Flow Builder のアクションアイコンとして、
Salesforce Lightning Design System (SLDS) アイ
コンを使用するか、または SVG ファイル (組織の静
的なリソースとして追加）
を使用できるようになりました。

アクションアイコンは、invocableMethod アノテー
ションの新しい iconName 修飾子を使用して指定し
ます。

SLDS アイコンは、標準またはカスタムカテゴリから
使用する必要があります。 

カスタムアイコンは、自動レイアウトを使用したフ
ローでのみ表示できます。



Apex からの呼び出し可能アクションの呼び出し (開
発者プレビュー)

Apex 開発者は、標準およびカスタム呼び出し可能アクションを直接  
Apex コードから呼び出して、呼び出し可能アクションの多様な機能を
活用できるようになりました。

● 開発者プレビュー専用です。  

● スクラッチ組織でのみ利用できます。  
この機能をスクラッチ組織で有効化するには、 SFDX 
プロジェクトの  project-scratch-def.json ファイルに  
CallIAFromApex への参照を追加してください。

● スクラッチ組織の定義ファイルへの追加が完了したら、 Apex 
コードで  Invocable.Action を参照します。右に
あるコードスニペットは、標準呼び出し可能アクション
「chatterPost」を使用して、現在のユーザのフィードにメッセー
ジを投稿しています。

● 呼び出し可能アクションが自身でコミット操作を実行している
場合は、Apex から呼び出すことはできません。

呼び出し可能アクションが Apex コードからも呼び出せるようになりました

Invocable.Action action = 
Invocable.Action.createStandardAction(
'chatterPost');

action.setInvocationParameter('text', 
'This is a test.');

action.setInvocationParameter('type', 
'User');

action.setInvocationParameter('subject
NameOrId', UserInfo.getUserId());

List<Invocable.Action.Result> results 
= action.invoke();

if (results.size() > 0 && 
results[0].isSuccess()) {

    System.debug('Created feed item 
with ID: ' + 

results[0].getOutputParameters().get('
feedItemId'));



Sales Cloud
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_features_core.htm&type=5&release=238


Sales Cloud for Slack

● 商談チャネルと取引先チャネルでのコラ
ボレーションを容易にします。  

● 自動化された商談変更通知によって常に
チームに最新情報が提供されます。

● 商談リマインダーでパイプラインを整理
できます。

● 商談、取引先、取引先責任者、リードを  
Slack から直接管理して共有できます。

● パイプラインビューでパイプラインを一
目で確認できます。

● フローと Slack 呼び出し可能アクション
で Slack を営業プロセスに合わせてカス
タマイズして、チャンネルの作成、カスタム通
知の送信などを行うことができます。

Slack でチームとして販売



売上予測
リリースノート 

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_features_core_forecasting.htm&type=5&release=238


売上予測カテゴリ表示ラベルの再設定

 

ビジネスに合わせて売上予測カテゴリ名を簡単に変更

すべての売上予測プロセスは一意であり、営業リーダーは  Salesforce の売上予測をビジネスニーズに適応さ
せる柔軟性を手に入れました。すべての通貨項目と数値項目をサポートするように、予測売上カテゴリの設定
で拡張カスタム検索条件を使用します。たとえば、 $0-$100K、$100K-$1M、> $1M のような収益帯ごとの売
上予測カテゴリを作成します。そして、ビジネスの運営方法に基づいてカテゴリの表示ラベルを変更します。例 :
「ベストケース」を「上昇傾向」に変更



標準商談項目での絞り込み

適切な売上予測データにたどり着く

商談の売上予測データを標準の数値項目、通貨項目、選択リスト項目で絞り込みます。  たとえ
ば、価値の高いパートナーの商談のみを表示できます。 



外出先でも重要な売上予測の詳細を表示

モバイルでの売上予測種別の追加

ユーザロール階層に基づいて、モバイ
ルでもより多くの売上予測種別が表示
されるようになりました。 

以前は、モバイルでは商談収益の売
上予測しか表示できませんでした。こ
れにより、さらに多くの売上予測をモ
バイルで表示できるようになりました。 



収益インテリジェンス
Sales Cloud へのアドオン
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_revenue_intelligence.htm&type=5&release=238


収益インサイトダッシュボード

使用している売上予測の種別に関係なく、ビジネスの健全性をすばやく把握できます。  
概要ダッシュボードでは、売上予測カテゴリまたは商談レコードに基づいて積み上げ集計を表示できます。  
また、チームパフォーマンスや営業パフォーマンスなど、他のダッシュボードにもアクセスできます。  

コラボレーション売上予測を使用していない Sales Cloud のお客様もご利用いた
だけます

追加のラ
イセンスが

必要



パイプラインインスペクション
EE (収益インテリジェンスアドオンあり)、UE、
PxE
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_pipeline_inspection.htm&type=5&release=238


新しい商談の健全性のインサイト

収益インテリ
ジェンスアドオン

のある 
Enterprise 

Edition 

Unlimited/
Performance 
Edition のみ 

営業チームは、営業とサービスとのやり取りが商談成立の可能性にどのように影響するかを把握し、学
習とコラボレーションによって商談を進めるためのアクションを直ちに実行できます。

営業活動が商談成立に与える影響を理解する
商談を進めるための営業活動が足りない、あるいはエンゲージしているバイヤーの数が不十分である状
況を知ることができます。一部のインサイトは、商談成立の可能性への影響を示します。提案されたアク
ションをインサイトカードから直ちに実行できます。

商談に関連した最近のサポートインタラクションを認識する
商談の取引先責任者がサポートケースを登録したことを知ることができます。 

サービスケース、活動、Einstein 商談スコアリングからの新しいインサイト



新しい商談の健全性のインサイト

収益インテリ
ジェンスアドオン

のある 
Enterprise 

Edition 

Unlimited/
Performance 
Edition のみ 

新しい商談の健全性のインサイトは、[パイプラインインス
ペクション設定] ページで確認して有効化できます。  

● 営業活動に関するインサイトを取得するには、
Einstein 商談スコアリングを使用します。商談イン
サイトの精度を高めるには、Einstein 活動キャプ
チャで活動を自動的に同期するように設定して、
Einstein 活動キャプチャからの活動を Einstein 商
談スコアリングで分析します。

● サービスケースに関するインサイトでは、ケ
ースオブジェクトを使用する必要があります。ケース
は、商談の取引先責任者、商談の取引先、または商
談の商品 (サービスエンタイトル
メントの設定が必要) を通して商談に関連付け
られます。



ユーザにとって直感的な方法で積み上げ集計を表示

パイプライン積み上げ集計のカスタマイズ

単一カテゴリまたは売上予測カテゴリ別の累
積積み上げ集計のどちらを表示するかを選択
します。累積積み上げ集計を選択した場合
は、各評価指標の表示ラベルを編集できま
す。英語の表示ラベルはオブジェクトマネー
ジャまたは [パイプラインインスペクション設
定] ページ、英語以外の表示ラベルはトランス
レーションワークベンチで変更します。

これによって商談の要約方法を詳細に制御で
き、ユーザの想定に合わせて表示ラベルを設
定できます。また、[コラボレーション売上予
測] 設定で積み上げ集計パターンを揃えるこ
ともできます。

収益インテリ
ジェンスアドオン

のある 
Enterprise 

Edition 

Unlimited/
Performance 
Edition のみ 



High Velocity Sales
EE/UE HVS アドオン
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_hvs.htm&type=5&release=238


名称の変更は近日中に行われます!

High Velocity Sales が Sales Engagement に名称変更

ToDo レポートで関連セールスケイデンスを表
示

ToDo オブジェクトレポートに追加された新しい
項目により、各 ToDo に関連したセールスケイ
デンス、セールスケイデンスの状態、セールスケ
イデンスステップ、そして対象の配置を表示でき
ます。

新しい自動メール送信制限

担当者は、Office 365、Gmail、または受信箱
を使用して 1 日 1,000 通の自動メールを送信
できます。セールスエンゲージメントの自動メー
ルは、組織のメールまたはリストメールの制限に
はカウントされません。 

High 
Velocity 

Sales
ライセンスが

必要



Einstein 会話インサイト
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_eci_top.htm&type=5&release=238


ミーティングのフォローアップ

新しい [フォローアップ] タブは、未回答の、
あるいはさらなる明確化が必要な顧客から
の質問に対応するための次のステップを
ユーザに促します。

各フォローアップ項目には、メールの送信、
ミーティングのスケジュール、ToDo の作成
など、提案されるアクションが含まれます。  
実際の会話を聴き直すこともできます。 

営業担当は、[活動アラーム] の個人設定で
会話のリマインダーのオン/オフを切り替え
ることができます。

関連する次のステップや質問へのフォローアップを担当者に促します 

High 
Velocity 

Sales
ライセンスが

必要



質問のインサイト

コールで「質問」を検出します。質問とは、担当
者が情報を引き出し、インサイトを解放し、異な
るニーズを把握して、影響力を獲得するための
ツールです。

新しいインサイトバーでは、担当者と顧客がそ
れぞれ尋ねた質問に関連する担当者のインサ
イトと顧客のインサイトを簡単に区別することが
できます。

バイヤーとセラーの質問を決定する新しいインサイト

High 
Velocity 

Sales
ライセンスが

必要



ビデオ通話セグメントのコメント

[コメントを追加] ボタンを使用して、顧客の会話の関連部分に直接コメントできます。新しい [コ
メント] バーは、[インサイト] バーの下に表示されます。

コンテキストでフィードバックを提供

High 
Velocity 

Sales
ライセンスが

必要



Einstein
活動キャプチャ
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_productivity_einstein_activity_capture.htm&type=5&release=238


関連付けの管理

自動キャプチャされたメールは、関連する取引先、取引先責任者、商談、その他のレコードの活動タイム
ラインと自動的に照合されます。  ユーザは、自動キャプチャされたメールと関連レコードとの関連付けを
編集して、不正確な関連付けを削除できるようになりました。

レコードに自動的に関連付けられたメールの関連付けを変更できるようになりました



すべての外部メールに適用される機密メール絞り込み

EAC は、機密情報を含む自動メールと非自動メールの返
信を識別します。 

活動タイムラインでは、メールが自動的に共有されなかっ
た理由を示し、共有設定を 1 か所に表示します。新しいテ
キストは、メールが共有されなかった理由を明確に示し、
共有を選択できることをユーザに通知します。

機密である理由や自動メールが共有されない理由を表示



新しい「オブジェクションの実行あり」メールインサイト

このオブジェクションインサイトは、商談に対するオブジェクションを含むメールのインサイトを提供し、商
談の健全性と商談スコアリングモデルに反映されます。「オブジェクションの実行あり」インサイトは、廃止
された「関心がない」インサイトと同じバイヤーの懸念事項と、予算、権限ベース、タイミング、ニーズベー
スのオブジェクションなど、さらに多くの情報を提供します。  

営業担当がバイヤーの懸念事項を把握し、必要に応じて再エンゲージできるようにします 



Revenue Cloud
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_revenue.htm&type=5&release=238


サブスクリプション管理 
新機能

セルフサービスチャネルからサブスクリプションを管理 

サブスクリプションジャーニー全体を管理

商品から現金までの収益アクションを処理して、定期ビジネスのイン
サイトの評価指標にアクセスします。

すべてのセルフサービスチャネルでリリース  
E コマースやチャットサービスなど、あらゆるデジタルエクスペリエン
スに統合して、商品のライフサイクル全体を管理できます。

AI で収益を最大化

支払遅延のリスクを予測し、収益を増やすための Next Best 
Action を推奨します。

統合カスタマーエクスペリエンスを実現

AI、自動化、分析が組み込まれた統合 CRM プラットフォームに接
続してアクセスします。

追加のラ
イセンス
が必要



Service Cloud
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_service.htm&type=5&release=238


スウォーミング
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_incident_mgmt_slack_swarming.htm&type=5&release=238


スウォーミングで会社全体をモバ
イル化

広範囲のエクスペリエンスとエンゲージ
エージェントを会社全体のエキスパートと繋がらせることで、ケースやイ
ンシデントに豊富な人材で対応し、解決をスピードアップします。

ケースのハンドオフとエスカレーションを削減
ケースの所有者が追跡管理されるチャンネルやスレッドでエキスパート
とコラボレーションすることで、同じケース所有者が変わらずに顧客が安
心します。  

スウォームメンバーをすぐに識別
スキル、業務量、対応可能状況に基づいて適切なスウォームメンバーを
自動的に識別して割り当てます。

スウォームから深いインサイトを取得
スウォームの参加と評価指標を追跡して認識し、コラボレーションサービ
スモデルのケースをサポートします。

折り返し
通話

平均解決時
間

エージェント
の生産性

エージェント
の満足度
と残留率

顧客満足度

削減

ケースのハン
ドオフ

エージェント
の技量

増大



Service Cloud と Slack をシームレスに接続

スウォーミング機能には 2 つの新しいオブジェクト (スウォームメンバーとスウォーム) と 4 件の標準フ
ローが付属しています。  スウォーミング機能を活用するためには Service Cloud for Slack App が
必要です。Slack App ディレクトリからダウンロードできます。
設定手順はヘルプを参照してください。 

スウォーミングを数ステップで開始

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.set_up_slack.htm&type=5


助けを求める仮想挙手

ケースのスウォーミング

標準ワークフローを使用した Lightning コンソールやサービスアプリケーションを使用した Slack など、
チームが作業を行っているどの場所からでもケースのスウォーミングを行うことができます。 

追跡管理される Slack チャンネルやスレッドを自動的に作成して、サービスチームが複雑で優先度の高
いケースにコラボレーションで対応できます。



Salesforce と Slack の切り替えを削減

Lightning のスウォーミング

スウォーミングは、ケースから簡単に開始して
管理でき、可視性とレポートをケースで追跡で
きます。

エージェントは、既存のエキスパートチャンネ
ルに助けを求めたり、一時的なスウォーム
チャネルを作成して、抱えているケースに特
化した人々を集めたりと、柔軟に対応できま
す。 

チャネルを一貫した名前で管理しやすくする
ため、新しいチャンネルには、スウォーミング
している Salesforce レコードに関連した名前
がデフォルトで付けられます。この名前は編
集できます。



エキスパートファインダ

エージェントが必要なスキルはわかっているものの誰に助けを求めればよいかわからない場合は、エキ
スパートファインダを使用できます。エキスパートファインダは、オムニを使用して、スキル、対応可能状
況、業務量に基づいて選んだ適切な人材にスウォームの要請を送ります。

現時点では、システム管理者がエージェントにスキルのタグを手動で割り当てる必要がありますが、将来
は Einstein が会話の内ようから自動的にスキルのタグを割り当てるようになります。

問題解決のためにコラボレーションする適切なエキスパートを自動的に識別



Slack からスウォームを作成 
Slack のスウォーミング

多くの場合、エージェントチームは、エージェン
トが既存のチャンネルで助けを求めるための
専用チャンネルを用意します。  

Salesforce に切り替えてケースを探すのでは
なく、Salesforce 権限を持つユーザは Slack 
内でケースと情報を表示できます。 

スウォームが開くと、アクセスしやすいように
チャネルに固定され、スレッドでコラボレーショ
ンが行われます。



コラボレーションで顧客の問題を解決

Slack からスウォーミングライフサイクル全体を管理

● スウォームメンバーとアクションを自動的に追跡してレポートを支援します。 
● Slack ハドルミーティングまたはビデオ通話を使用して問題について話し合います。  

他のアプリケーションも統合できます。
● Slack でスウォームスレッドを終了して、助けてくれたユーザにクレジットを付与します。 
● スウォームを閉じると、投稿が固定解除され、最新情報が提供されて、完了とマークされるため、

チームは問題が解決されたことを容易に判断できます。



Slack のケースフィードから投稿されたメッセージを表示

ケースフィードで重要な最新情報をプッシュ

ケースに関するすべての重要な情報は、ケースレコードに保存されます。Slack からのメッセージが
ケースに送信されると、Salesforce ユーザは Salesforce でメッセージを表示して、必要に応じて 
Salesforce に再び接続できます。

アプリケーションショートカットを使用すると、接続されているケースレコードに参照用のメッセージが
送信されます。このメッセージは、ケースの監査、ケースの完了、あるいは関連ナレッジ記事の作成
に使用できます。



Service Cloud スウォーミングレポート & ダッシュボード AppExchange パッケージ

スウォーミングの参加とバリューをレポート

サービスチームは、主要なサービス
評価指標に対するスウォーミングの
影響を表示したり、事前定義済みの
スウォーミングダッシュボードでス
ウォーム参加者を確認したりすること
もできます。

次のような KPI が含まれます。

● ケース TTR
● 月ごとのスウォーミング 
● スウォームへの参加
● 上位の返答者
● スウォームへの参加
● 上位の要請者



カスタマーサービスのインシ
デント管理
Service Cloud ライセンスに付属
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_incident_mgmt.htm&type=5&release=238


強化されたインシデント管理エクスペリエンス

主要なインシデントに対応する方法を合理化

データモデルの改善
[ケース関連問題 ] 関連リストでケースを変更要求に直接
接続できるようになりました。

外出先でのアクセス
モバイルで利用できるインシデント管理機能により、イン
シデントをどこからでも解決できます。  

標準フロー
インシデント関連  ToDo の管理の負担を削減します。  

● 変更要求が完了すると、変更要求に添付されたすべての
関連インシデント、ケース、問題を自動的に完了します。 

● インシデントに添付されているすべてのケースをインシデ
ント所有者に割り当てます。 



アプリケーション内ガイダンスによる容易な設定
インシデント管理を簡単に有効化

システム管理者はかつてないほど容易にインシデント管理を設定してベストプラクティスを学習でき
ます。システム管理者は、アプリケーション内プロンプトに従ってインシデント管理の設定ページに移
動し、機能の詳細をビデオで学習したり、接続済みソリューションのパートナーインテグレーションに
アクセスしたりできます。 



チームの垣根を越えたエキスパートからのリアルタイムサポートを得ることでインシデ
ント解決をスピードアップ

インシデント管理用 Slack スウォーミング

インシデント管理用 Slack スウォーミングにより、チームはインシデントのコラボレーションが容易
になりました。インシデントマネージャは、エキスパートファインダで Slack スウォーミングを使用す
ることで、インシデントに対応する適切な人材を特定できます。



パートナーインテグレーション
CMDB (ServiceNow または Cadalys)、イベントモニタリング (PagerDuty または Datadog) 
など、好きなベンダーと統合するオプションが用意されています。また、特定の使用事例に
対応するために、お客様自身のエンジニアリングプロジェクト管理システム (Jira) を利用して Service 
Cloud インシデント管理ソリューションを構築することもできます。



インシデント管理インサイトを取得

レポート

サービスリーダーは、インシデント、
問題、変更要求活動に関する標準
レポートを使用して、チームがイン
シデントをどのように管理している
かを詳細に把握できるようになりま
した。 
管理パッケージは、インシデント管
理の設定ページまたは直接 
AppExchange からダウンロードで
きます。 

https://appexchange.salesforce.com/appxListingDetail?listingId=a0N4V00000GyOkUUAV


リリースノート

Einstein for Service

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_einstein_service.htm&type=5&release=238


フローのケース分類 (パイロット)
ケーブルの作成/更新に基づいてカスタムワークフローを作成

ケースの更新時にワークフローをトリガ

ケースの更新に基づいてトリガするワークフローを
制御できます。例 : オムニとケース分類を使用し
て、ケースの更新後に特定のアクションを実行しま
す。     

フローで分類タイミングを制御

おすすめをオンデマンドで取得し、作成 /更新プロ
セスで各ケースに  Einstein からおすすめを適用
するタイミングを制御します。

他のサービスとの統合

細かく調整されたコントロールでフローを構
築し、Einstein、オムニ、Flow Builder で各
種チャネル間のプロセスを自動化します。

追加のラ
イセンスが

必要



 

Einstein 返信レコメンデーション

マルチ言語サポート (正式リリース)
返信レコメンデーションは  16 か国語を追加でサポー
トするようになりました。  

● アラビア語、簡体字中国語、繁体字中国語、英
語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、日本語、
韓国語、オランダ語、ポーランド語、ポルトガル
語、スペイン語、タイ語、
トルコ語、ロシア語。

● Einstein では、言語ごとに  1,000 件以上の完
了したチャットトランスクリプトが必要
です。

テンプレート生成の改善

価値実現までの時間と処理時間を短縮し、顧客満足度
を改善します。

● 以前は、エージェントの生産性を高めるために、
システム管理者またはコンテンツマネージャがク
イックテキストや他のコンテンツを作成して管理
していました。これからは  Einstein がテンプレー
トを作成し、システム管理者またはコンテンツマ
ネージャがレビューするだけでエージェントが使
用できるようになります。  

● チャットやメッセージングチャネルに対するインテ
リジェントなおすすめにより、エージェントはさら
にすばやく正確に対応できるようになります。   

Summer '22 の特長

追加のラ
イセンスが

必要



Einstein 記事レコメンデーション

リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_einstein_service.htm&type=5&release=238


フローでの記事レコメンデーション
インテリジェントなナレッジオートメーションでケースを回避

推奨記事でデフレクションを促進

フローで Einstein 記事レコメンデーションを使
用して、Web-to-ケースの送信中に関連する
記事を使用して顧客に自動応答するか、関連
するナレッジを表示します。

インテリジェントなナレッジレコメンデーション

マシン学習を活用して構造化されていないテ
キストをレビューし、各ケースに最も関連する
記事を探し出します。

すべてを総合

Einstein、オムニ、および  Flow Builder を使
用して、すべてのチャネルに自動化を組み込
む柔軟なソリューション。



会話の記事レコメンデーション (パイロット)
リアルタイムの会話インテリジェンスで関連するナレッジを表示

ナレッジをインテリジェントに推奨

機械学習を活用して、ケースの詳細と会話
トランスクリプトを確認し、関連する記事を
特定します。

会話と共に進化する回答

サポートのやりとりが展開するにつれて、
新しいおすすめでその瞬間のコンテキスト
のナレッジを表示します。

価値実現までの時間を短縮

シンプルな設定環境により、システム管理
者は入力項目をカスタマイズしておすすめ
をすばやく有効化できます。

現在パイロットの
参加者を募集中



Einstein ボット
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_einstein_bots.htm&type=5&release=238


強化されたボット

新しいチャネルをサポート
Web やアプリケーション内チャネル、 Slack、ボット API 
などの新しいメッセージングをサポートします。

オムニチャネルフロールーティング
オムニフローのインテリジェンスと柔軟性を活用します。
オムニフローにより、より強力で複雑なルーティングルー
ルを設定できます。

リッチコンテンツ
発信添付ファイルなど、構造化されたリッチなコンテンツ
で魅力的なエクスペリエンスを作成します。

容易なリリース
既存のボットから複製するか、あるいはゼロからでも数分
で作成できます。同じ組織で標準ボットと共存できます。

強化されたボッ
ト

よりパワフルで魅力的なボット

追加のラ
イセンス
が必要



発信添付ファイル

ボットは、契約書、利用規約、申請フォームなどのドキュメントに対するユーザ要求にも応答できるようにな
りました。ファイルステップを追加することで、任意の公開コンテンツアセットを添付ファイルとしてユーザに
送信できます。送信できるファイルの種別やサイズには制限はありません。   
注意: 1 つのステップで送信できる添付ファイルは  1 つだけです。

Einstein ボットで発信添付ファイルをサポートすることでリッチな会話が可能に

追加のラ
イセンスが

必要



テキストのプレビュー - ベータ

会話の要求/応答フローをシミュレーションすることで、手間の掛かる設定なしで会話の設計フロー
とロジックをテストできます。チャネルの設定やボットの有効化を行うことなく、会話フローを直ちに簡
単にテストできるようになりました。

ボットのダイアログ、会話フロー、ロジックをテストして、エンドユーザエクスペリエン
スを最適化 

追加のラ
イセンスが

必要



Einstein ボット分析

● ボットの会話セッション、ダイアログ、インターネットモデルパフォーマンスを分析するための新しい標準
レポート。使用パターンを把握して、ボット設計をより効果的に最適化できます。

● 日次レポートと月次レポートにより、ボットのセッション、ダイアログ、インターネットモデルパフォーマン
スを詳細に分析できます。

ボットのパフォーマンスに関するアクション可能インサイトの標準レポートが追加
されました

追加のラ
イセンスが

必要



Einstein ボットテンプレートをゼロから作成するか、既存のボットから複製できます。

Salesforce 組織間で共有したり、AppExchange で公開できます。

Einstein ボットテンプレートの設定ホームのタブが追加されました。   テンプレートを再利用すること
で作成の手間を省いて、新しいテンプレートビルダーで簡単にリリースできます。  

Einstein ボットテンプレート (ベータ)
自分自身の Einstein ボットテンプレートを作成して共有

追加のラ
イセンスが

必要



会話キャンバスの機能強化

Einstein ボット会話キャンバスは、ボットビル
ダーダイアログページで利用できる新しい
ユーザエクスペリエンスです。今回のリリー
スでは機能を次のように拡張しました。

● 会話フローへのダイアログのドラッグアン
ドドロップ

● ダイアログのドラッグアンドドロップによる
ダイアログリストの順序変更

● 新しいダイアログコンポーネントライブラ
リ

● ライブラリから会話フローへのダイアログ
コンポーネントのドラッグアンドドロップ

改善された会話設計インターフェース

追加のライ
センスが必

要



Service Cloud UE + デジタルエンゲージ
メントが必要
リリースノート

アプリケーション内および 
Web のメッセージング

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_messaging_service.htm&type=5&release=238


新登場: 
アプリケーション内および Web の
メッセージング

年中無休、24 時間のカスタマーサポート 
Web とモバイルアプリケーション内で非同期メッセージ会話を
提供し、各インタラクションを AI 搭載のチャットボットで自動化
します。

通知で会話に再エンゲージ
顧客をアプリケーション内に留める必要を無くし、会話を再開
するときにはアラートを送ります。

最新のメッセージングエクスペリエンスを実現 
タイピングおよび配信インジケータ、リッチコンテンツ、添付ファ
イルをスレッドで活用することで、会話で顧客の期待に応えま
す。

エージェントの生産性と満足度を向上
エージェントがより多くの会話を同時に処理できるよ
うにして、適格な答えを見つけるための時間を増やし、転送や
エスカレーションを減らします。

追加のラ
イセンスが

必要



Service Cloud Voice
Service Cloud Voice は 3 種類があります。こ
れは、テレフォニープロバイダ、設定プ
ロセス、その他の特性によって異なります。
それらの比較はこちらを参照してください。
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.voice_telephony_models.htm&type=5
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_phone.htm&type=5&release=238


スーパーバイザの介入による通話者エスカレーションの
管理

スーパーバイザは、オムニスーパーバイザから進行中の通話を聴きながら、エージェントを
すばやく補助したり、サポートを提供したりできます。スーパーバイザが会話に割り込むと、
エージェントには通知されますが、顧客には通知されません。 

追加のラ
イセンスが

必要



強化された通話転送エクスペリエンス

より効率的な通話転送

エージェントは、取引先責任者種別に
よって転送先を絞り込んで、お気に入り
の取引先責任者をマーク/マーク解除で
きるようになりました。 

これはエージェントが通話をすばやく転
送するためのカギとなり、検索結果を絞
り込めることで必要な時間を短縮できま
す。

追加のライ
センスが必

要



オムニチャネル 
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_omnichannel.htm&type=5&release=238


示唆
スーパバイザとエージェントは、音声通話とア
プリケーション内/Web セッションのメッセージ
ングで、示唆を介して双方向のチャットができ
るようになりました。

フラグ有効化
音声通話とアプリケーション内/Web セッショ
ンのメッセージングでエージェントが利用できま
す。 

フラグ有効化 API 
オムニツールキット API に表示され、フラグ有
効化の自動化に使用できます。 

スーパバイザモニタリング/フラグ有効化/示唆

音声通話とメッセージングセッションでエージェントを監視してサポート



オムニ設定可能サウンド

エージェントに対して再生されるアラートを設定することでエージェントエクスペリエン
スを変更 

システム管理者に用意されているオプション
● サービスチャネルごとに異なるサウン

ドを設定することで、どのチャネルが
配信中であるかをエージェントに通知
できます。 

● プレゼンス設定でエージェントグループごと
にサウンドを変更することで、それぞれに対
して固有のエクスペリエンスを実現できま
す。

● サウンドの再生時間を設定できます。
再生時間を長くすることで、エージェ
ントが気付かない状況を回避できます。



システム管理者は、作業項目がサービスチャネルや現在のプレゼンス設定レベルで自動的に受
け入れられるように設定できます。

これにより、たとえばエージェントがチャットを自動的に受け入れて、音声通話やケースは自動的
に受け入れないように設定できます。

チャネルによる自動受け入れ



営業時間外やキューが満杯の場合のボットへのルーティングなどの意思決定が可能になります。

ボットからオムニフローを呼び出してエージェントに転送できるようになりました。

オムニの全パワーをボットに解放できます。

事前スキルルーティング、エージェントへの直接ルーティング、画面ポップなどの新機能も用意されてい
ます。

オムニフローでのボットへの/からの動的ルーティング
どのボットにいつルーティングするかを決定するビジネスルールを構築



エージェントの対応可能状況を確認することで、よりスマートなルーティング意思決
定が可能に

[ルーティングに対応可能か調べる] アクション

[ルーティングに対応可能か調べる] アクションの
結果に応じてケースをキューにルーティングするか
どうかを判断するには、決定要素を追加します。 

要素内で、各条件に対して想定される動作を定義
します。たとえば、1 人以上のエージェントがオンラ
インでキューサイズが 10 以下であれば、ケースを 
[作業を転送] アクションでケースをキューにルー
ティングします。 

このスクリーンショットには、起こりうる 3 
つの条件が示されており、それぞれに別のル
ーティング動作が割り当てられています。



Enterprise Edition と Unlimited Edition
すべての機能で WEM Planner ライセンス
が必要
リリースノート

ワークフォースエンゲージメ
ント管理

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_workforce_engagement.htm&type=5&release=238


需要の想定外の変化にリアルタイムで対応

イントラデイ管理

イントラデイ管理により、スーパバイザは、変化するケースのボリュームやトレンドを動的なリアルタイ
ムビューで確認できます。そして、エージェントのスケジュールを最適化して、予測していた作業と実
際の人員配置のニーズとのギャップを埋めるためのアクションを、ケースのボリュームやトレンドの動
的なリアルタイムビューを使用してただちに実行できます。

追加のラ
イセンスが

必要



監視と予測コンポーネント 
日々の人員配置の問題を見つけて対処 

リソースギャップをただちに発見

監視と予測により、計画と、実際にコンタクトセンターが受けているボリュームを比較できます。ギャップ
を早期に発見して対応し、アクションを実行できます。 

商談への可視性により待機時間を活用

忙しくなりそうもないと予測した場合には、待機時間でエージェントをトレーニングしたり、早めに仕事を
切り上げたりできます。 

追加のラ
イセンスが

必要



エージェントのスケジュールを数クリックの操作で更新し、リソースギャップが埋まる
かどうかの確認をすべて 1 つのインターフェースで完了できます

動的チーム管理と RTA コンポーネント 

業務量を改善できる商談を探す 
エージェントのスケジュール、スケジュールの進捗、現在の対応可能状況をリアルタイムで可視化
することで、プランナーは業務量を増やすために最適な手段を決定できます。

エージェント稼働率の改善

通話量に基づいてエージェントのシフト区分を変更することで、顧客と繋がる時間を最適化します。

追加のライ
センスが必

要



エージェントの能力向上  
エージェントがシフトを受け入れるか拒否するかを選択して自分でスケジュールでき
るようにすることで、エージェントのエンゲージメントを高めます。

スケジュールの変更をエージェントに常に知らせ
ることで信頼を構築します。 

実践的なスケジュールをすばやく作成

エージェントフィードバックを早期に取り込むこと
で、作成または調整する必要があるスケジュー
ルの数を減らします。

エージェントの可視性を高める 
エージェントのスケジュールを最短 5 分間のシ
フト区分に分割することで、エージェントがシフト
に対応しやすいようにします。

追加のライ
センスが必

要



シフト区分

5 分間の休憩から 3 時間のトレーニングまで、コンタクトセンターでの現実をより効果的に反映したスケ
ジュールを作成します。

エージェントのスケジュールを、通話、休憩、トレーニング、ケース作業などを反映させた最短 5 分間の
シフト区分に分割することで、エージェントがシフトに対応しやすいようにします。

シフト中に特定の活動を割り当てる 

追加のライ
センスが必

要



Field Service 



Field Service Mobile
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_fieldservice_mobile.htm&type=5&release=238


オフラインブリーフケースマルチレベル 

オフラインデータを派遣作業員が利用で
きるように宣言的に定義します。

複数の関連オブジェクトが含まれるデー
タセットを組織で使用する場合は、関連
レコードプライミング機能が便利です。シ
ステム管理者が相関する関連レコード
データを選択できるため、オフラインユー
ザが不要なレコードをダウンロードするこ
とを抑制できます。

たとえば、派遣作業員は、ロケーションに
関連した納入商品や、価格表に関連した
商品を表示できます。 

派遣作業員向けにオフラインデータを最適化



 

パーソナライズされたフレキシブルな派遣作業員エクス
ペリエンス

モバイルマップの表示/非
表示オプション

広い画面スペースが必要
な場合や、リモートワークや
同じサイト内で地図や運転
指示が不要な場合には、地
図コンポーネントを非表示

にできます。

状況の自動変更 

ユーザに更新をインテリ
ジェントに促すことで、状
況の変更プロセスを簡素

化しました。

たとえば、ユーザがオン
サイトになったときに状況
の更新をユーザにアラー

トします。 



予定アシスタントの機能強化

顧客は、自分の
個人デバイスか
らサービスレ

ポートに署名で
きます。

予定されている
ロケーションへ
の移動中に技
術者の正確なロ
ケーションを表
示します。

Salesforce Field 
Service を 
Salesforce
アンケートや 

GetFeedback
に統合します。 

追加のライ
センスが必

要

非接触署名 派遣作業員の正確な
ロケーション

フィードバックインテ
グレーション



リソース管理
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_fieldservice_resource.htm&type=5&release=238


強化されたスケジュールと最適化

顧客、SLA、
リソースを単一
プラットフォー
ムで管理

新しいエンジン
を使用するテリ
トリーを決定し
ます。サービス
テリトリーグル
ープのスケジュ
ールジョブを作
成します。 

移動モード

移動条件 (低い橋、
狭い道、有料道路
の使用可否、重量
制限など) を考慮

します。 

サービス予定の
スライド 

インテリジェントな適
応スケジュールによ
りリソースの生産性
を最大限に伸ばしま

す。

ネイティブスケジュールと最適化機能でパフォーマンスとスケーリングを向上

休日管理と動
的な休憩

スケジュールを作
成するときには、
休憩と休日を柔軟
に検討し、サービ
ス予定スケジュ
ールのインサイ
トとおすすめを
取得します。  



最適化後のリソース稼働率、対応時間、
移動時間の改善状況を追跡します。

最適化インサイトを有効化して、最適化ハブ 
Lightning Web コンポーネントを最適化要求レ
コードページに追加するだけで、スケジュール
関連の評価指標を一元化されたハブで可視化
できます。

最新の最適化の実行による変化のインサイトを
取得して、さらに改善するためのスケジュール
ポリシーの変更に関するおすすめを表示しま
す。

統合ハブで最適化の改善を確認できます。

最適化ハブ (ベータ)



予定インサイトでスケジュールのおすすめを取得

予定インサイト (ベータ)

スケジュールできないサービス予定を分析して、有効な候補を見つけるためのアクションを
決定します。



 

予定バンドル

期間の調整

同じロケーションに予定が
複数入っている場合には設
定時間を最短に設定しま

す。 

例: 同じロケーションであれ
ば駐車やセキュリティクリア
ランスは 1 回で済むため、
これらの時間を短くします。

ライブ更新

予定が変更、削除、追加された場合に操
作をリアルタイムで調整します。



納入商品管理
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_fieldservice_asset.htm&type=5&release=238


2 つの新しい状況と改善された Chatter メッセージにより、作業指示の生成がエラーとなった場合に
問題と解決策を簡単に見つけられるようになりました。

作業指示生成の可視性
何を間違ってそれにどう対処すべきかを把握する



大規模なカスタマーサイト内で納入商品の正確な住所を追跡

納入商品の住所

納入商品で住所項目を使用することで、正確なロケーションを追跡して、運転者が目的地に正しく着ける
ようにすることができます。たとえば、大学のキャンパスで、異なるビルにあるさまざまな納入商品の正確
な住所を追跡できます。 



CRM Analytics



Analytics Studio ホームにいくつかの大幅なアップグレードが追加

新しい「ホーム」へようこそ!

統合ホーム (ベータ)
CRM Analytics、レポート、ダッシュボードで複数のタブ
を切り替える必要がなくなりました。統合ホーム  (ベー
タ) は、これらをすべて  1 つのエクスペリエンスにまと
めます。   このタブは、CRM Analytics へのアクセス権
を持っていないユーザも含めて、すべてのユーザが利
用できます。

検索インサイト (正式リリース)
検索インサイトは、CRM Analytics でデータを発見して
探索するための新しい手段であり、 CRM Analytics 
ユーザがアナリストに頼らずにインサイトをすばやく取
得できるようにします。検索インサイトは、推奨されるイ
ンサイトに加えて、同じようなインサイトを含む関連  
CRM Analytics ダッシュボードも表示するため、ユー
ザが CRM Analytics 製品を開始するためのスタートポ
イントとなります。



次のレベルのダッシュボード構築機能
コンポーネント、繰り返し、動的テキスト機能を強化

コンポーネントウィジェットにより発見を容易にして
上限を緩和
Studio のホームからコンポーネントを容易に検索して作成できるよ
うにしました。また、ダッシュボードあたりのコンポーネント上限を  10 
個から 20 個に緩和しました。  

テキストウィジェットと基準線の柔軟性が向上
テキストウィジェットや基準線に含まれるすべての動的項目の数値を
短縮できるようにしました。また、これらの動的項目から結果が帰さ
れない場合のカスタムメッセージも追加できます。  

繰り返しウィジェットのアクション
今回のリリースでは、最初に  1 クリックアクションを使用してクエリレ
ベルで設定して、この項目を繰り返しのテキストウィジェットに追加す
ることで、繰り返しウィジェットにアクションを追加できるようになりまし
た。 



LWC により Lightning への埋め込みを強化 (ベータ)

新しい LWC (ベータ) により、ダッシュボードの読み込みが高速化し、メニュー、フライアウト、その
他のモーダルがダッシュボードのスペースに制限されることがなくなりました。  

埋め込みダッシュボードの読み込みが高速化



顧客インサイト分析
新しい CRMA 機能を使用して顧客の意識を高める新しいダッシュボード

事前作成済みの分析コンポーネントで価値実
現までの時間を短縮します。 

● 取引先埋め込みダッシュボード: 新しい

繰り返しウィジェット

● 新しい商談埋め込みダッシュボード

● 新しい営業パフォーマンスダッシュボード

● 商品コンポーネントとリードコンポーネン

トで強化されたコンポーネントギャラリー

ダッシュボード



インサイトですべてのユーザの能力を
強化

パートナーや顧客を含めたチーム全体でイン
サイトを共有してコラボレーションを行います。

データの完全な把握

Slack ワークフロー内で最も重要な評価指標
のプロアクティブな更新を入手します。

より賢い決定をすばやく

Slack 内でインサイトと AI 搭載おすすめにア
クセスし、結果を推進するためのアクションを
実行します。

CRM Analytics for Slack (ベータ)
分析用のデジタル HQ



データプラットフォーム
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_bi_integrate_data.htm&type=5&release=238


複雑なビジネスロジックに基づいてレシ

ピをトリガできるようになりました 
スケジュールに基づいてレシピを実行す

る機能はすでにありましたが、今回のリ

リースでは、他のイベントの状況、たとえ

ば、前回の同期が完了しているかどうか

に基づいてレシピを実行できるようになり

ました。

イベントベースのスケジュール
自分がレシピを実行したいタイミングでスケジュール



他のレシピ内で作成されたデータセットを

再利用できるようになりました

レシピ内で作成されたデータセットは、デー

タプラットフォーム内の他の場所で再利用で

きます。作り直す必要はありません !

ステージングされたデータサポート
データセットの再利用による効率の改善



(分割) 時系列売上予測

予測されるデータは、売上予測レベルまたは地
域、国、商品ファミリなどの階層によってグルー
プ化できます。

最大 100 個の売上予測グループをサポート

最大 500 個の売上予測値をサポート

複数のディメンションでデータを予測



データプレップレシピの会計月オフセット

カスタム会計のない組織にのみ適用され
ます。

現時点では、1 つの会計月オフセットがサ
ポートされています。複数の会計月オフ
セットのサポートは準備中です。

レシピにのみ適用され、データフローには
適用されません。

組織全体の設定で会計月オフセットを上書き



レシピジョブの詳細

レシピジョブを調査して最適化します。

待機時間、全体およびステップごとの
所要時間、詳細なエラーメッセージな
どの詳細を確認できます。

異なる変換設定をテストすることで、
レシピの実行時間を改善します。

拡張されたジョブ監視を使用したレシピジョブのトラブルシューティング



Einstein Discovery
リリースノート

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_bi_edd.htm&type=5&release=238


より良い Einstein Discovery モデルの構築

テキストクラスタリングが正式リリース
テキストクラスタリングにより、構造化されていないテキスト項目  (例: ロングテキスト項目 ) からキーワード
を評価して、結果変数への影響を評価できます。

欠損値の予測が正式リリース
カテゴリ項目の自動代入により、コードの作成や有益なデータ行の削除を行わずにデータセットの欠損値
を処理できます。

データ変換
日付/時間は処理が面倒であるため、月と日で簡単にグループ化できるようにしています。  

パイロット: ストーリーパッケージ
このパイロットでは、ストーリーを  Sandbox で作成して、本番に対応できるようになってからリリースできま
す。  以前は、モデルのパッケージのみをサポートしていました。

Summer '22 では予測モデルの構築にパワーと柔軟性を追加



Experience Cloud
注意: Experience Cloud ライセ
ンスをお持ちのお客様は、アドオ
ン機能を購入することなく、
Salesforce CMS のすべての機
能にアクセスできるようになりまし
た。



CMS ワークスペースとサイト検索の強化 
(ベータ)



LWR 用 CMS ワークスペースの強化 (ベータ)
コンテンツを簡単に作成、管理、公開

コンテンツを  LWR-BYO サイトに公開できる、強化され
た CMS ワークスペースをお試しください。   
Developer Edition と Sandbox で利用できます。

● エクスペリエンスビルダーの  [設定] | [インテグ
レーション] で Google Analytics 4 を設定しま
す。

● コンテンツエディタを使用して、強化された  CMS 
ワークスペースで動画、画像、書式設定済みリン
クを挿入し、段落の見出しスタイルを適用します。

● 影響を受けるコンテンツ項目やレコードの可視性
が高まり、CMS コンテンツの非公開と削除が容
易に行えるようになりました。

● 開発者は、作成および配信  API を使用して、
CMS の機能を拡張できます。



サイト検索の強化 (ベータ)

サイトの訪問者は、ビルダーコンポーネントに含まれている静
的コンテンツ (リッチテキストエディタと HTML エディタのみ) 
と、サイトで配信されているすべての CMS コンテンツを検索
できるようになりました。  
さらに、サイト検索では、サイトのコンテンツやページに対する
更新が公開されたときに、いつでも検索インデックスを再構築
できるようになりました。

新しい検索入力と結果レイアウトコンポーネント

検索入力
訪問者が検索単
語を入力できるよ
うにします。任意
のページや領域
に追加できます。

結果レイアウト  
検索結果を表示し
ます。標準の検索
ページでのみ利用
できます。



生産性ツールでコンテンツエディタを拡張 
強化された CMS でのサイドバー拡張

強化された  CMS ワークスペースでコンテンツエ
ディタにサイドバー拡張を追加することで、コン
テンツの作成を合理化できます。

これらの拡張により、お客様やパートナーはヘ
ルパーを追加して、コンテンツエディタを生産性
ツール (スペル/トーンチェッカー、
翻訳ヘルパーなど ) で拡張できます。  

パートナーは、これらを  AppExchange で公開
するか、もしくは自分自身の組織のプライベート
拡張を開発できます。   開発者とパートナーを対
象に、サンプルコードを使用してステップバイス
テップ方式で解説したブログを参照してくださ
い。 



最大 20 か国語でサイトを公開 
ビルダーでの多言語サポート

LWR エクスペリエンスサイトに最大 20 カ国語を追
加できるようになりました。今回のリリースの LWR 
ベースエクスペリエンスでの多言語サポートは、
Aura ベースのエクスペリエンスと同等になります。  

XML Localisation Interchange File Format 2.0 
のサポートにより、最新の翻訳アプリケーションで使
用できる形式で翻訳を簡単にインポート/エクスポー
トできるようになりました。

かつてないほどすばやくコンテンツを翻訳できます!



Web サイト、ポータル、スト
アフロント 



LWR サイトのフローコンポーネント
Lightning Web Runtime サイトに自動化プロセスを追加したいと考えているお客様は、フローを
使用できるようになりました。コンポーネントは、 LWR サイトの任意のページに追加できます。   ページに追
加した場合は、ビルダーは任意の有効な画面フローを選択できるようになります。   

LWR のフローコンポーネントは、 Summer '22 で正式リリースされ、B2C Commerce、Microsite、および 
BYO LWR テンプレートと連携します。



LWR サイトのコンテンツとレイアウトコンポーネントにリンクを追加

新しいリンクセレクタ

ボタン、リードフォーム、マーケティングフォーム、コンテンツレイアウトコンポーネントなどをリンクす
る場合に、サイト内のページの正確なリンクを知る必要がなくなりました。これからは、内部ページ、
外部 URL、またはデータバインド式のリストから選択できます。  CMS ニュース記事にバインドされ
たバナーなどのデータバインドコンポーネントのコンテキストでは、[データバインド式] を使用しま
す。[詳細 URL] によって、この項目の [ニュース詳細] ページにリンクされます。



Mobile Publisher



Mobile Publisher アプリケー
ションの更新

システム管理者は、 Mobile Publisher 
アプリケーションの更新コンポーネント
を Experience Cloud Site に含めるこ
とで、アプリケーションの最新バージョ
ンへの更新をモバイルアプリケーショ
ンユーザに強制することができます。

Mobile Publisher の機能強化

サイトユーザがアカウントを無
効化できるようにする

モバイルアプリケーションユーザは、自
分のアカウントを無効化することで、

Mobile Publisher アプリケーションを  
Apple の新しいアプリケーションレ

ビューガイドラインに準拠させることが
できます。ブラウザでも利用できます。

ネイティブ下部タブバーがデ
フォルトで有効化

[ホーム] および [ユーザ設定 ] メニュー
項目がナビゲーションバーにデフォル
トで追加されるようになりました。その
他のオプションは、Mobile Publisher 

の設定で簡単に変更できます。

コードを書かずにクリック操作だけでサイトをネイティブ iOS または Android アプリ
ケーションに変換

https://appexchange.salesforce.com/appxListingDetail?listingId=a0N4V00000DYyrNUAT
https://appexchange.salesforce.com/appxListingDetail?listingId=a0N4V00000DYyrNUAT


大規模なトランザクションとパ
フォーマンス 



CDN を使用したカスタムドメインを Sandbox 組織に関連付けてテスト

Sandbox でカスタムドメインをテスト

サイトを Salesforce CDN を含む本番環境
にロールアウトする前に、Sandbox 
環境でテストできるようになりました。 

注意: 関連付けられている組織は、本番環
境または Sandbox 環境のどちらか片方だ
けを参照できます。本番サイトの設定を変更
するとライブユーザが Sandbox 組織にリダ
イレクトされるため、注意が必要です。



CDN での Web アプリケーションファイアウォールと処理
数制限の使用
デジタルエクスペリエンス用  Salesforce CDN に、標準セキュリティが含まれるようになりました。

CDN が有効なサイトでは、サイト所有者が何もアクショ
ンを実行しなくても、Web アプリケーションファイア
ウォール (WAF) と IP ベースの処理数制限が自動的に
有効になります。

Web アプリケーションファイアウォールは、XSS、SQL イ
ンジェクション、DoS などのシステムへの不正侵入の試
みを捕捉して拒否します。 

処理数制限は、要求数が異常に増加したことを検出して
要求をブロックします。これにより、すべての訪問者に良
質のエクスペリエンスを提供しつつ、サイトの拡張性を改
善できます。 



過剰なトラフィックを通知

[要求が多すぎます] (TMR) ページ 

[要求が多すぎます] (TMR) ページは、強
化されたドメインと、デジタルエクスペリエ
ンス用 Salesforce CDN を使用しているサ
イトで有効になります。 

サイトで通常のトラフィックを超えると、訪
問者に TMR ページが表示されます。この
ページは 30 秒ごとに更新され、サイトが
利用可能になった時点ですぐに訪問者をリ
ダイレクトします。

 このページは、ブランドに合わせてカスタ
マイズすることも、そのまま使用することも
できます。



 

Experience Cloud の Salesforce CDN 
での Apex キャッシュ (ベータ)

Apex のカスタマイズにより、LWR 
サイトの規模とパフォーマンスを強

化します。

LWR サイトのパフォーマンスを改善するた
めに、ゲストの Apex 要求をデジタルエク
スペリエンス用 Salesforce CDN にキャッ

シュするかどうかを制御
できます。

パフォーマンスと規模の改善

マイクロバッチを使用した大規模
トランザクション

高ボリュームサイトでリード、ケース、
カスタムオブジェクトを大規模に作成

できるようにします。

 ユーザが要求を送信すると、要求が収集され
て、非同期に一括処理されます。 

これにより、パフォーマンスを改善
しつつ、高トラフィックスパイク下で

もサイトを稼動させることができます。

スピードを落とさずに高ボリュームサイトを拡張


